
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（   熊本県立翔陽   ）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
心豊かで活力にあふれた個性ある生徒を育成し、将来、世界で活躍できるグローバルな視点と能力

を持つ、故郷熊本を支える地域人材の育成を目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１） グローバルな視点と能力を身につけた、地域に貢献できる人材を育成する。 

（２） 進路目標達成のためにキャリア教育を推進し、望ましい職業観・勤労観を育成する。 

（３） 全ての教育活動をとおして規範意識を高め、自信と誇りを持った生徒を育成する。 
（４） 人権尊重の精神を養い、互いの個性を尊重し、自他を大切にする生徒を育成する。 

 

３ 自己評価総括表 

    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評

価 
成果と課題 大項

目 
小項目 

学
校
経
営 

総合学

科の特

色づく

り 

総合学科の
工夫・改善 
 

○総合学科らしい

教育課程の編成 

○進路選択に合わ

せた適切な科目

選択 

○教務・総合学科研究部が連
携した教育課程検討委員会
の実施 

○授業見学等をとおした科目

選択ガイダンスの充実 

Ａ ○科目の選択の幅
を広げる協議を
行った。Ｒ６以
降については更
に協議が必要。 

○年次のガイダン
ス時期をずらし
混乱を避けた。
指導者側の研修
を増やしている
が更なる充実が
必要。 

開かれ

た学校

づくり 

学校評価の
着実な実施 

○学校の取組や学

校の最新情報の

発信 

○ＩＣＴ運営部（２年目） 

 ＳＮＳによる情報発信 

○広報・ホームページ委員会

、総務部を中心に、各部・

各学科・各年次が連携した

学校の最新情報の計画的な

発信 

Ａ ○各教科、年次な

どからの定期的

な記事の投稿が

見られ、魅力発

信を行うことが

できた。 

○地域企業へ本校

教育活動の発信 

○菊池地域企業推進プロジェ

クト、地域企業との情報交

換会、地域工場見学会等の

実施 

Ａ 〇県北企業ガイダ

ンスはオンライ

ンで実施。 

〇地域工場見学は

３月、６月には

地元企業ガイダ

ンスを実施。 

業務改

善 

各校務分掌

における課

題の洗い出

しと改善 

○管理職による主

任・主事からの

各分掌部が抱え

る課題等の聞き

取り及び共有化 

○現在の各校務分掌が抱える

ボトルネック要因の洗い出

し 

○業務の棚卸しの実施及び組

み替え・見直しの実施 

○以上を踏まえた次年度計画

の策定 

Ｂ 〇面談をとおして

主任・主事から

の聞き取りによ

り各分掌部の状

況を把握した。 

〇把握した状況を

踏まえて次年度

の計画を策定し

ている。 

働き方

改革 

セルフマネ

ジメントの

育成 

○時間外勤務時間

４５時間以内 

○年次有給休暇年

１２日以上の取

○定時退勤日、一斉休業日の

設定 

○仕事の棚おろし表作成 

○時間外業務管理 

Ｂ 〇８月に４日間の

学校休業日を設

定した。 



得 ○定期的な職員への声かけ 〇時間外業務が多

い職員に対して

は日常的な声掛

け、面談や産業

医面談を行っ

た。 

学
力
向
上 

学力の

向上 

主体的・対

話的で深い

学びの実現

に向けた授

業研究 

○教科横断的な視

点に立った授業

の推進 

○ＩＣＴ機器を効

果的に用いた授

業、オンライン

授業の研究 

○指導と評価の一

体化の推進 

○観点別学習評価における職

員研修の充実 

○外部講師の招聘、校内研修

の実施 

○効果的な評価の在り方（ル

ーブリック評価、ポートフ

ォリオ評価等）の研究 

○観点別学習評価の研究 

 

Ａ ○年４回の職員研

修を実施し、観

点別学習評価の

内容や指導と評

価の一体化につ

いて各教科で深

めることができ

た。 

○公開授業の校内

参観率の向上 

○外部からの授業

参加者数の増加 

○研修立案、参観記入シート

の改善 

○対外的行事に合わせた授業

参観の企画 

Ｂ ○年３回の公開授

業週間を計画し

たが、感染拡大

防止のため、外

部からの参加は

見合わせた。 

学習習慣の

確立 

○家庭学習１時間

＋α 

○質の高い学習（

計画・実践）の

定着 

○学習のＰＤＣＡ

サイクルづくり 

○家庭学習時間調査の実施､

結果分析､改善策の提案・

実行 

○授業評価アンケートの実施

、結果分析、授業改善策の

提案・実行 

○スコラ手帳の効果的活用法

の提示 

Ａ ○家庭学習時間調

査及び授業評価

アンケートを年

２回ずつ実施し

、調査項目を教

科ごとに細分化

し、調査結果を

教科にフィード

バックすること

ができた。 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

キャリ
ア教育
の推進 

職業観の育
成 
 

○「働くこと」に

対する理解を深

める 

○自己理解の推進 

○外部講師による研修会等の

実施 

○教材エナジードの積極的活

用 

○外部の適性診断テスト活用

による自己理解の促進 

Ａ ○生徒向け講話を

４回、職員向け

講話を３回実施

した。 

○将来を考える機

会を確保し、自

分の考えを表現

する力が高まっ

た。 

○キャリア教育の

第一歩としての

自己理解及び職

業理解が深まっ

た。 

キャリア教

育のシステ

ム化 

○科目「産業社会

と人間」の充実 

○インターンシッ

プの充実 

○３年次総合的な

探究の時間の充

実 

○自らの進路選択との関係性

を明確にした職業研究プロ

ジェクトの実施 

○企業開拓及び全職員の協力

による事前事後指導の充実 

○幅広い分野とのつながりを

持った探究活動の実施 

Ａ ○探究活動の第一

歩として「修学

旅行探究」を実

施した。また、

新学習指導要領

における新しい

評価で実施でき

た。 



○昨年より事業所

数が増え１２０

の事業所に協力

をいただき実施

した。 

○３年次生全員に

よる探究活動の

ポスターセッシ

ョンが実施でき

た。今後は中身

の充実を図りた

い。 

進路保

障 

進路目標の

達成 

○就職目標 

進路目標の１０

０％達成 

公務員合格率７

０％以上 

○進学目標 

 第１次合格率９

０％ 

○故郷熊本を支え

る地方創生への

積極的推進 

○高い目標へ挑戦

及び個性を生か

した推薦入試へ

の挑戦 

○目標設定や実現のための面

談の充実 

○全職員による面接指導の充

実 

○専門系列と２・３年次との

情報共有 

○オンラインへの対応 

○作文・小論文指導の充実 

○関係外部機関（大津町役

場、県北本部）との連携 

○コロナ禍における状況の情

報共有及び組織的対応 

○総合学科研究部との連携の

強化 

○個性を活かした大学推薦入

試への挑戦 

Ａ 〇就職内定率ほぼ

１００％達成。 

県内就職率 

８８％。 

〇公務員合格率 

７６％。 

〇進学目標 

第１次合格率 

９６％。 

早期離職・

上級学校退

学の防止 

○適応指導の充実 

 

○進学就職内定者

指導の実施 

○熊本しごとコーディネータ

ーとの面談でミスマッチの

無い受験 

○生徒の目線にたった離職・

退学防止のための年次と連

携したＬＨＲ指導 

○オープンキャンパスへの参

加推進 

○上級学校訪問等の充実 

○保護者の理解を深めるた

め、年次保護者会等を実施

（ＨＰの活用） 

Ａ 〇年３回（２月、

６月、８月）キ

ャリアサポータ

ー兼しごとコー

ディネーターと

の面談の実施。 

〇キャリアサポー

ターによる企業

訪問の実施。 

生
徒
指
導 

生活指

導 

基本的生活

習慣の確立 

 

○整容指導の徹底 

○始業時間の厳守 

○挨拶の徹 底 

○規範意識の向上 

○特別指導件数１

０件以下 

○無断アルバイト

の根絶 

○盗難件数 ０件 

○二重ロック率 

１００％ 

○全職員の共通理解での指導

の徹底 

○自ら考えさせる容儀指導・

生活指導の充実 

 

○問題行動の未然防止の取組

の充実 

○家庭への連絡・連携の充実 

 

○交通委員会による啓発と点

検 

○年間をとおした登校指導 

Ｂ 〇職員からの指導

は行われている

が、再指導にな

る生徒が４０名

程度見られる。 

〇今年度の問題行

動の発生件数は

３０件に至る。 

〇二重ロック率は

６０％程度で今

後の徹底が必

要。 



自主自立の

育成 

○生徒会活動の活

性化 

○さまざまな活動

への意欲的参加 

○生徒総会の充実 

 

○体育大会・文化祭等の学校

行事の充実 

Ａ 〇生徒会と学校の

ルールについて

２回話し合いを

行った。 

〇コロナ禍で制限

のある行事を展

開することにな

ったが生徒会を

中心に活発に行

われた。 

交通安

全指導 

交通安全教

育の充実 

○交通安全に対す

る意識の向上 

○重大事故件数０ 

○交通安全講話・通学方法別

集会の実施 

○単車通学生への実技講習及

び安全指導（年３回） 

○自転車通学生への安全指導

の実施 

○危険予知能力を向上させる

ためのＬＨＲの実施 

Ｂ 〇通学方法別集会

の実施が遅れ生

徒への交通安全

への啓発が充分

できていない。 

〇交通安全の講話

には大津警察署

より講演をして

頂き生徒への啓

発ができた。 

〇原付通学や自転

車通学について

苦情を受けるこ

とが多くその都

度集会等を実施

している。 

〇危険予知能力等

の習得のための

ＬＨＲを今後行

う必要がある。 

〇入院が必要な事

故は自動二輪の

後ろに乗って起

きたものがあ

る。重大な事故

には至っていな

いが打撲等で通

院が必要な事故

が無断原付運転

で１件、自転車

通学で２件起き

ている。 

ボラン

ティア

活動の

推進 

心豊かな生

徒の育成 

○積極的なボラン

ティアへの参加 

○ボランティア委員会活動の

活性化 

○タイムリーな活動紹介と募

集 

Ｂ 〇ボランティア委

員会の活動は活

動紹介や募集を

積極的に行われ

ているが、コロ

ナ禍で参加を控

える様子が見ら

れた。 



 

部活動

の推進 

 

心身の健全

育成 

○部活動加入の推

奨 

○自尊感情の育成 

○奉仕精神の育成 

○部活動見学会の実施等によ

り、加入率８０％ 

○キャリア教育との連携 

○部活動実績のＨＰでの紹介 

Ａ 〇部活動見学会に

より今年度運動

部在籍数４１１

名、文化部１９

２名で加入率は

７３％で８０％

には及ばなかっ

た。 

〇企業の方から在

学中の活動を聞

き社会で役に立

っていること等

を伺うことがで

きた。 

〇今年度は６０件

活動をＨＰにア

ップしている。 

人
権
教
育
の
推
進 

人権意
識の向
上 

確かな人権
感覚の育成 

○人権問題につい
ての正しい理解
と認識の深化 

○身の回りにある
不条理な差別を
見抜き、正しく
行動できる力の
育成 

○定期的な職員研修の実施と
校外研修への積極的な参加 

 
○生徒人権集会、人権教育Ｌ
ＨＲ、人権教育講演会の実
施 

Ａ 〇今年度は旭志解
放保護者会との
研修をはじめ、
以前のように校
外研修も対面で
行われることも
あった。オンラ
イン研修も含め
て職員の積極的
な参加があった
。 

〇生徒人権集会２
回と人権教育講
演会は、年次を
分けてオンライ
ンで実施するこ
とができた。 

教育相
談 

教育相談活
動の充実 

○一人ひとりの生
徒のニーズに応
じた支援体制の
確立と強化 

○悩み相談体制の
充実 

○職員同士の情報共有体制の
強化 

○保護者、スクールカウンセ
ラー・スクールソーシャル
ワーカー、専門機関との連
携 

○個別の教育支援計画・指導

計画の策定 

○通級指導の実施 

Ａ 〇生徒理解研修を
４月と６月の２
回実施した。 

〇ＳＣとの面談を
年間２０回実施
した。昨年度に
比べて保護者か
らの相談が増え
た。 

〇２、３年次各１
名に対して、通
級指導を実施し
た。また、来年
度の対象生徒の
検討も行った。 

命を大
切にす
る心を
育む指
導 

自他を尊重
する心と社
会規範を遵
守する生徒
の育成 

○「生命の大切さ
」の指導の徹底 

○生徒の自発的・
自立的な道徳的
行為の涵養への
取組 

○道徳教育全体計画の検証 
○命を大切にする観点からの
授業実施 

○生徒・保護者への広報・啓発 

Ａ 〇人権教育ＬＨ
Ｒを各年次で
実施した。１年
次は教科書無
償等の身近な
差別について、
２年次は差別
の構造につい
て、３年次は水
俣病差別、就職
差別について
実施した。 



〇県教委や文部
科学省等から
のポスター等
を掲示して啓
発に努めた。 

い
じ
め
の
防
止
等 

安心安

全な 

学校生

活 

いじめを生

まない環境

づくり 

○いじめ防止対策

へ向けた組織対

策の確立 

○重大対応マニュ

アルの職員への

周知 

○保護者との連携

強化 

○いじめ未然防止

と早期発見 

○ＳＮＳ被害防止

への取組 

○いじめ防止対策委員会（３

回）・小委員会（４回）の

開催 

○家庭訪問及び定期的な個人

面談の実施 

○いじめ実態把握調査の実施

（年２回のアンケート実

施） 

○教育相談の活性化 

○外部専門家からの指導助言 

○生徒会、委員会による啓発

活動 

○スクールサインを利用した

早期発見 

○ＳＮＳ被害防止のための講

演会や全校集会での啓発 

○保護者集会での啓発 

Ａ 〇いじめ防止等対

策委員会により

軽微なものを認

定し担任や早期

に対応し重大事

案とならないよ

う未然防止に取

り組みができ

た。 

〇年度当初に重大

対応マニュアル

の確認を全職員

対象に行った。 

〇各学期の始まり

と終わりや各行

事、生徒総会で

全生徒へＳＮＳ

の使い方やいじ

め防止について

注意喚起を生徒

指導部、生徒

会、風紀委員会

それぞれで役割

を分担しながら

取り組んだ。 

〇今年度スクール

サインを利用し

た通報は見られ

なかった 

〇入学説明会や進

路説明会等で保

護者にＳＮＳや

いじめ防止の啓

発をおこなった 

保
健
管
理 

健康教
育 

健康な体と
豊かな心の
育成 

○健康観察の充実 

 

○感染症対策の実

施 

○健康教育の充実 

○よりよい生活習

慣の推進 

○タブレット等での入力によ

り把握の迅速化を図り、早

期対応に努める。 

○全職員による感染症の予防

的対応 

○個別面談、保健指導の実施 

○生徒保健委員会活動の活性

化 

Ａ 〇体調不良者、欠

席状況を１限目

中には把握し、

感染拡大予防が

できた 

〇継続的な日々の

委員会活動を行

い、翔陽祭では

大賞を受賞した 

救急救命研
修会の実施 

○応急処置及び救

急救命蘇生法研

修会の計画と実

施 

○蘇生法、緊急時対応の動画

視聴とフローチャートの確

認と徹底。 

〇実技の多い科目の職員に対

する特別講習会の実施。 

 

Ｂ 〇系列での救急蘇

生法講習を実施

。全体での講習

は行えなかった 



教
育
環
境
整
備 

安全管

理 

施設設備の
安全管理 

○安全点検の確実
な実施 

○危険箇所への確

実な対応  
○ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等の
啓発資料等の周
知 

○「安全点検週間」を設ける
ことによる実施率の向上 

○点検結果の集約及び関係職
員又は前職員への周知 

○防災避難訓練の徹底、校内
の避難経路の作成と周知、
登下校時の指定避難場所の
周知 

Ｂ 〇評価後のアンケ
ートをもとに再
検討用の覚書を
作成。 

〇施設面における
課題（危険箇所
）については管
理職に相談し、
改善していく。 

学校版

環境 

I S Oの

推進 

環境美化の
徹底と環境
問題への意
識高揚 

○５Ｓ活動の充実 
 
○節電・節水（省
エネ推進） 
３～１０％の削

減 
○ゴミの減量化 
 可燃ゴミ重量昨
年比、５％減少 

○あらゆる場面での整理・整

頓・清掃・清潔・躾の指導

徹底 
○ゴミ分別の徹底 
○ゴミ持ち帰り活動の啓発 
○環境美化コンクールの実施 
○「節電・節水」の掲示物等
の活用 

Ｂ 〇月に１度、５Ｓ

活動の生徒への

周知を美化委員

会で取り組んだ

。清掃に対する

取り組みが課題

。 

〇ゴミの分別にお

いては再度分別

を周知する等、

意識を高める必

要がある。 

〇ゴミの持ち帰り

啓発については

ペットボトルや

空き缶の持ち帰

りの呼び掛けや

捨てる場所の制

限などに取り組

んだ。今後も学

校全体での取り

組みが必要であ

る。 

〇環境美化コンク

ールは今年度も

実施できず、掃

除の取り組み向

上に向けて来年

度実施に向けて

準備する。 

〇節電に関しては

コロナ禍で窓を

開放して冷暖房

を使用したため

使用量は増加し

たが、未使用の

教室の電灯やエ

アコンを切るこ

となどを継続し

て指導した。 

教育の

情報化 

学校組織的
としての教
育情報化の
推進 

○学校情報化認定

の更新 

○情報活用能力育

成の教育課程上

の位置づけ 

○学校情報化認定の３年ごと

の更新に向けた取り組みの

周知 

○チェック項目の集計、およ

び認定更新に向けた情報提

供 

Ａ 〇令和６年度の更

新に向け、生徒

や職員への情報

提供を行い、継

続した取り組み

を続けている。



○情報教育検討チームを作成

し、情報活用能力の横断的

な育成に向けた取り組みの

検討 

また、更新手順

についての分掌

内の引継ぎを行

った。 

授業におけ
る効果的な
ＩＣＴの活
用の推進 

○全教職員のＩＣ

Ｔを活用した指

導力の向上 

 

 

 

 

〇全生徒のＩＣＴ

を利用した情報

活用能力の向上 

○外部講師を活用した定期的
な職員研修の実施 

○校内における活用方法の共
有 
（ミニ研修や広報の作成） 

〇公開授業等でのＩＣＴ機器
を活用した授業の積極的な
参観 

○各種講習会の紹介及び受講
の促進 

〇各授業や諸活動での端末の
積極的な利用の促進 

〇ＬＨＲや集会等での活用能
力の向上や情報モラルの意
識向上 

〇生徒同士の自治的な活用の
促進 

（ＩＣＴ支援生徒サポータ－
の活用） 

Ａ 〇県主催の講座を
活用して、職員
の情報モラルを
向上させ、生徒
への意識向上に
つなげた。 

〇活用は進んでい
るが、生徒の学
力向上に向けた
取り組みが必要
と考えるため、
ミニ研修会など
を活性化し、職
員の技術向上を
目指す。 

ＩＣＴ機器
等の適正な
管理と利用
促進 

○安心してＩＣＴ

を活用できる環

境の整備 

 

○ＩＣＴ機器の管理状況の把

握 

○講義室等の常備されている

機器管理 

○ＩＣＴ機器の活用研修の実

施 

〇ネットワーク環境の充実 

Ｂ 〇機器に関しては

、十分なものが

配置され、機能

し、管理されて

いる。 

〇管理場所が複数

あるため、分掌

内だけでの確認

が難しい。機器

の管理をより徹

底するため、一

か所で管理でき

る環境を作る必

要がある。 

地
域
連
携
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
） 

学校行

事を 

通した

連携 

学校行事等
の開放と交
流 

○同窓会との連携 ○学校支援、後輩への激励 

○海外学習の支援 

○翔陽祭での物品販売 

Ｂ ○昨年同様で活動

は限定的になら

ざるを得なかっ

た。 

○昨年同様で役員

会のみを実施。

全国大会・総体

・総文・海外研

修等に奨励金支

援を行った。 

○地域住民との連

携 

○地域花壇の管理 

○福祉施設との交流 

 

Ａ 〇正門前の町道に

例年どおり花の

管理ができた。 

○近隣の小学校・

中学校・大津支

援学校との交流

及び共同学習 

○農作業体験学習 

○共同学習 等 

Ａ 〇新型コロナウイ

ルス感染症の影

響を受けて、小

学校のみの交流

となった。播種

のみ実施し、収



穫は交流できず

小学校単独でお

願いした。 

保護者

との 

連携 

学校理解の
推進 

○育友会との連携 

○育友会総会等の

出席率向上 

○保護者への連絡

の徹底 

○保護者との情報

共有 

○一人一役活動（育友会レク

レーション開催、翔陽祭バ

ザー、長距離走大会豚汁支

援、登校指導、校外補導

等）の促進 

○学校支援、海外学習の支援 

○育友会総会、公開授業週間

を活用した学校教育活動の

理解促進 

○学校あんしんメールの活用

促進 

○育友会広報誌「翔陽」の充

実 

Ａ ○新型コロナウイ

ルス感染症の感

染リスク低減の

ための基本的な

感染対策に御協

力いただき、育

友会総会を含め

多くの行事を実

施することがで

きた。 

○同窓会と連携し

総体・総文・海

外研修等に対し

て奨励金支援を

行った。 

○城北地区公立高

校ＰＴＡ指導者

研究大会につい

ては、事前資料

準備から発表ま

で執行部役員と

教員が連携して

取り組めた。 

○あんしんメール

を活用して、保

護者に情報を伝

達することで、

育友会との連携

を円滑に進める

ことができた。 

地域と

の連携 

連携体制の
充実 

○地域と連携した

施策の実現 

○学校運営協議会を２回実施 

○地域関係機関や役場との定

期的な意見交換 

○大津町企業連絡協議会との

連携 

○地域と連携した教育活動の

評価と点検 

○クリエイトハイスクールコ

ンソーシアムの設立 

Ａ 〇学校運営協議会

は６月と２月に

２回開催した。

しかし、第２回

は入学者選抜の

日程等で多くの

委員に参加いた

だくことができ

なかった。 

〇クリエイトハイ

スクールコンソ

ーシアムを、学

校運営協議会を

ベースに設立し

た。 
  
  



 

４ 学校関係者評価 
○生徒の探究的な学びが進んでいることが分かったが、育成したい人材像や全体の方向性を
分かりやすく定めたほうが良いのではないか。 

○生徒が自らの活動を振り返り自己評価できる取り組みとした方がよいのではないか。 
○総合学科の在り方に魅力を感じる中学生も多い。もっと取り組みを周知してほしい。 
○中学校でも交通安全やＳＮＳの問題について悩んでいる。情報交換をお願いしたい。 
○区長もこの協議会に参加されている。防災教育の視点で協力を仰いだら如何か。 
○自校（小学校）の児童にとって翔陽高校の生徒さんはあこがれ。ボランティアの参加や交
流会は大変ありがたい。今後も継続してほしい。 

○いじめの問題等への対応は大変であるが、生徒が相談しやすい環境の構築が必要。 

 

５ 総合評価 

（１）学校教育目標 
   自らの将来を、自ら考えて切り開く力を持った生徒の育成を目的として、１年をとおし

て教育スローガンの「自ら気づき、考え、行動する」を全ての教育活動において意識して
実施した。これらの取り組みはキャリア教育発表会や修学旅行探究発表会等の生徒の様子
からも大きな成果があったものと考える。 
キャリア教育は、産業社会と人間、インターンシップ、総合的な探究的な時間を中心に

取り組まれ、生徒たちの地域理解、自らの適性や将来を考え、言語能力、問題発見・解決
能力を育む良い機会となった。 
更には、ＯｎｅＴｅａｍ事業による牛深高校の生徒との交流において、同じ年代の別の

地域の高校生の考え方や探究のやり方など知り、生徒・職員にとって大きな刺激となった
ものと考えている。 
グローバルな視点と能力を持った人材育成については、コロナ禍で台湾の修学旅行こそ

実施できなかったものの、地域の専門学校やＪＩＣＡとの連携により、年の近い留学生と
の交流会等を実施し、多文化理解に繋げることができた。 

（２）重点目標 
   新しい学習指導要領の完全実施にあたって、教育スローガンの「自ら気づき、考え、行

動する」を意識した探究的な学びの実現に向けて、昨年度から本年度も継続して研修を実
施するなどして、学校全体で取り組むことができた。特に１年次の「産業社会と人間」、
２年次の「インターンシップ」、３年次の「総合的な探究の時間」「デュアルシステム」
などの一貫したキャリア教育に学校全体で取り組んだことは、教職員全体の探究的な学び
に係る指導力向上に大きく貢献している。その結果として、１２月のキャリア教育発表会
では全ての生徒が自分の探究活動を自分の言葉で発表することができ、生徒にとって大き
な経験になったものと考える。 

   本年度もコロナ禍の影響で、修学旅行を国内で実施することとなったが、旅行先での自
身の学ぶ系列の知識・技能を軸にした気づきを修学旅行発表会でまとめて発表するなど、
修学の意義を体現する旅行とすることができた。また、グローバルな視点を持てるよう近
隣の専門学校の留学生との対面での異文化交流会を実施し、知見を深めることができた。 

（３）自己評価総括表 
   学校経営においては、総合学科の特色づくりや開かれた学校づくりについては、総合学

科研究部やＩＣＴ運営部を中心に外部との連携や情報発信の面で想定以上の成果を上げる
ことができた。年次有給休暇取得については、一定程度の成果は見られるものの、時間外
勤務時間の縮減はほぼ昨年度並みとなり、校務分掌編成や業務の見直しなどの取り組みを
検討する。 

   学力向上においては、学習用タブレットの活用が進むとともに職員研修等により主体的
・対話的で深い学びの実現に向けて全職員で取り組めたことは大きな成果である。また、
家庭学習時間調査や生徒による授業評価等の職員の主体的な授業改善に向けた取り組みも
進めている。本年度はコロナ禍で限定的にならざるをえなかったが、次年度は公開授業で
の保護者や学校運営協議会の委員の参加などにも取り組みたい。 

   キャリア教育については、１年次から３年次を見とおした総合学科ならではの探究的な
取り組みを進めることができ、その成果は修学旅行探究の発表やキャリア教育発表会に現
れている。 

   進路保障については、進路指導部と３年次が密接に連携して生徒や保護者に適切に情報
提供をするとともに、キャリアサポーターによる面談、全職員による一斉面接指導など組
織的に取り組み、ほぼ全ての生徒の進路を決定することができた。一部未決定の生徒につ
いては、３月以降も支援を継続していく。 

   生徒指導では、コロナ禍の影響もあり不安定な生徒も散見され、生徒指導部、教育相談
室、年次が連携して取り組んだ。問題行動に対しては、事実確認を丁寧に行うとともに、
保護者とも密に情報交換し、家庭と学校が連携した指導を行うことができた。その成果も
あり特別な指導は、当該生徒が大きく変容するきっかけとなっている。ボランティア活動
については、レオクラブの活動や近隣の小学校への学習指導ボランティア、学校・駅周辺
の清掃ボランティア等、コロナ禍でも取り組み可能な活動を継続し、生徒の自己肯定感の



向上、キャリア形成の意識向上、地域への愛情の涵養等に繋がっている。 
   人権教育の推進については、コロナ禍においてもオンラインでの生徒・職員への研修、

人権教育ＬＨＲ、オンライン人権集会の実施や旭志解放保護者会との現地交流会などによ
り生徒及び職員の人権意識の向上に取り組んだ。また、教育相談室を中心に情報共有の体
制を構築し、心配な生徒や気になる事項を共有することでいじめ等の未然防止に努めた。 

   いじめの問題についてはいじめ防止対策委員会及びいじめ防止対策小委員会（校内）を
定期的に実施し、生徒の状況を把握することで早期にいじめを把握し、被害・加害生徒に
適切な対応を行うことができた。 

   保健管理については、毎朝の健康観察のタブレットＰＣによる集約が定着し、生徒の健
康状況の把握が円滑に行えるようになり、午前中の早い段階で管理職と共有することがで
きるようになった。 

   教育環境については、定期的に職員による安全点検を実施して生徒の安全を担保すると
ともに、５Ｓ活動に基づいた安全教育を実施している。また、持続可能な社会づくりの視
点からのごみの分別の日常的な指導や節電・節水を呼び掛けている。今後は環境美化コン
クールの実施など、生徒が体験する形での取り組みを進めていく。 

   地域連携については、近隣の小学校との交流や、インターンシップ、デュアルシステム
など、コロナ禍でもできる形を模索しながら実施することができた。また、育友会活動も
安全面に十分に配慮しながら、少しずつ活動を再開することができ、保護者からも喜びの
声が上がっている。 

   進路指導においても、大津町役場、大津町企業連絡協議会などと連携した取り組みを進
め、高い県内就職率に繋げることができた。 

   クリエイト・ハイスクールについては、学校運営協議会の委員中心にコンソーシアムを
立ち上げ、御意見をいただきながら取り組みを進めている。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 
本年度もコロナ禍の影響で、多くの学校行事が縮小を余儀なくされた。しかし、そのよう

な状況においてもオンラインでの実施、オンラインとのハイブリッドでの分散実施、ストリ
ーミング配信等、できることを工夫して進めることができた。また、ＩＣＴの活用に習熟し
た職員も増えており、保護者への情報発信を積極的に行っている。特に修学旅行における事
前・旅行中・事後の情報提供は保護者から高く評価されたが、これらがまだ個人の取り組み
となっているため、事例を集約して周知することで学校全体の発信力の向上に繋げたい。 
 また、オンラインでの職員朝会やClassroomやチャットを使った情報共有など、コロナ禍を
きっかけとして促進された業務改善の取り組みも継続して進めている。 
今後、コロナ禍以前の教育活動に徐々に戻っていくことが予想されるが、業務改善につな

がるなど、よかったものは継続し、全てを従前の状態に戻す発想にならないよう留意する必
要がある。 
コロナ禍の影響もあり、生活面や情緒面で不安定な生徒が散見され、問題行動に繋がるこ

ともあったように感じている。今後も教育相談室、生徒指導部、年次団の連携により問題行
動やいじめに対する未然防止の視点で対応するとともに、実際に起こった際には、保護者と
連携した学校組織としての対応や必要に応じた外部機関との連携について職員全体での共通
理解が不可欠である。 
 本校のＧＩＧＡスクール構想の推進体制はＩＣＴ運営部を中心に効果的に機能しているも
のと感じている。今後はこの取り組みを一般化し、持続可能なものとしていくことが課題で
ある。 
 

 
 
 


